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UBS 公益・金融社債ファンド（為替ヘッジあり) 愛称：わかば
追加型投信／内外／債券

【設定・運用は】

 

UBSグローバル・アセット・マネジメント株式会社
金融商品取引業者

 

関東財務局長(金商)第412号
加入協会：（社）投資信託協会／（社）日本証券投資顧問業協会／日本証券業協会

「UBS 公益・金融社債ファンド（為替ヘッジあり）

 

愛称：わかば」は、2010年11月10日（水）に第3期決算

 

を迎えました。

当期の分配金額について下記の通り決定しましたので、お知らせ致します。

第3期決算のお知らせ

【ご参考】

■「わかば」設定来の基準価額の推移

（2010年7月23日～2010年11月10日）

■債券利回りの推移

 

（2010年7月23日～2010年11月9日）

■為替の推移

 

（2010年7月23日～2010年11月9日）

■第3期：2010年10月13日～2010年11月10日

※上記の分配金は過去の実績であり、将来の分配金を示唆、保証するものではありません。

9月15日

 

日銀為替介入
米ドル、ユーロ3%上昇（対円）
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「わかば」純資産総額（右軸）

「わかば」基準価額（分配金再投資、左軸）

マザーファンド※基準価額（左軸）

基準価額（分配金再投資）は、ファンドの分配金（1万口当たり、課税前）でファンドを買付けた（再投資した）場合の価額です。

 

出所：バークレイズ・キャピタル、ブルームバーグのデ

 

ータを基に当社作成

 

世界投資適格社債はバークレイズ・キャピタル・グローバル総合社債インデックス

 

米国10年国債はブルームバーグ・ジェネリック

 

上記は過去の実績であり、

 

将来の運用成果を示唆、保証するものではありません。

【※マザーファンドは為替ヘッジを行っておりません。なお、

 

マザーファンドに直接投資いただくことはできません。】
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UBS 公益・金融社債ファンド（為替ヘッジあり）

愛称：わかば

ファンドの特徴

 

詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください

当ファンドは、マザーファンドへの投資を通じて、主として世界の公益関連企業および金融機関が発

 

行する債券に投資を行いますので、実質組入債券の価格の下落や当該債券の発行体の財務状況

 

の悪化等の影響により基準価額が下落し、損失を被ることがあります。また、当ファンドは、実質的に

 

外貨建資産に投資しますので、為替の変動により損失を被ることがあります。したがって、投資家の

 

皆様の投資元本は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割

 

り込むことがあります。信託財産に生じた利益および損失は、全て受益者に帰属します。

当ファンドにかかる主なリスクは次のとおりです。
ただし、すべてのリスクについて記載されているわけではありません。

■公社債に関する価格変動リスク

当ファンドは公社債へ投資を行います。公社債の価格は、主に金利の変動および発行体の信用力の変化の影響を受けて

 

変動します。公社債の価格が下落した場合には、当ファンドの基準価額が下落する要因となります。公社債の価格の変動

 

幅は、公社債の償還までの残存期間、発行体の信用状況などに左右されます。

●金利変動リスク

公社債の価格は金利変動によって変動します。一般的に公社債の市場価格は、金利が低下した場合には上昇する傾向と

 

なり、逆に金利が上昇した場合には下落する傾向があります。

●信用リスク

公社債の価格は発行体の信用力の変化によっても変動します。公社債の発行体の業績悪化、財務内容の変化、経営不振

 

等により、債務不履行（デフォルト、元利金の支払いが期日までに行われないこと）が生じた場合、あるいはそのような状況

 

が予想される局面となった場合には、公社債の価格は大きく下落することがあります。このような場合には、当ファンドの基

 

準価額が影響を受け、大きく下落することがあります。

■カントリー・リスク

投資対象国・地域において、政治・経済情勢の変化等により市場に混乱が生じた場合、または取引に対して新たな規制が

 

設けられた場合には、基準価額が予想外に下落したり、運用方針に沿った運用が困難となる場合があります。

■為替変動リスク

組入資産について、原則として対円での為替ヘッジを行い為替変動リスクの低減を図ります。ただし、完全に為替変動リスク

 

を回避することはできませんので、基準価額は円と当該組入資産に係る通貨との為替変動の影響を受ける場合があります。

 

また、円金利が当該組入資産に係る通貨の金利より低い場合、その金利差相当分のコストがかかり、基準価額の変動要因

 

となることがあります。

なお、一部の通貨に対しては先進主要国通貨等の他通貨を用いた代替ヘッジを行なうことがあります。その場合、為替ヘッ

 

ジ効果が得られない可能性や、円と当該他通貨との為替変動の影響を受ける可能性があります。

詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

1.

 

日本を含む世界の投資適格の「公益・金融」企業の発行する社債を、実質的な投資対象とします。

2.

 

原則として為替ヘッジを行い、為替変動リスクの低減を図ります。

3.

 

毎月の安定分配を目指します。

ファンドのリスク

 

詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください

1

2

3
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UBS 公益・金融社債ファンド（為替ヘッジあり）

愛称：わかば

お申込メモ／ファンドの費用

 

詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください

設定日 2010年7月23日（金）

信託期間 無期限

決算日 原則として毎月10日（初回決算日は2010年9月

 

10日（金））※決算日が休業日の場合、翌営業

 

日が決算日となります。

収益分配 原則として毎決算日に収益分配方針に基づいて

 

収益分配を行います。ただし、委託会社の判断

 

で、分配を行わないこともあります。

 

なお、初回

 

決算においては分配を行わない方針です。

※「自動けいぞく投資コース」の場合は、原則と

 

して、税金を差引いた後自動的に無手数料で再

 

投資されます。

申込日 原則として、販売会社の営業日に受付けます。

 

ただし、次のいずれかの休業日と同日の場合に

 

は、お買付およびご換金のお申込の受付は行い

 

ません。・ロンドン証券取引所、ニューヨーク証券

 

取引所、ロンドンの銀行、ニューヨークの銀行

当ファンドのお買付時や保有期間中には以下の費用がかかります。

■ 直接ご負担いただく費用 ■ 間接的にご負担いただく費用

買付手数料 お買付申込受付日の翌営業日の基準価額に

 

2.1%（税抜2.0%）以内で販売会社が定める率

 

を乗じて得た額とします。

※「自動けいぞく投資コース」において収益分配

 

を再投資する場合は、無手数料とします。

 

※詳しくは販売会社にお問い合わせください。

換金手数料 ありません。

信託財産留保額 ご換金申込受付日の翌営業日の基準価額に

 

0.15%の率を乗じて得た額

信託報酬 純資産総額に年1.1025%（税抜1.05%）の率を

 

乗じて得た額

その他の費用 監査報酬、受益権の管理事務費用、法定書類

 

関係（作成、印刷、交付等）費用等を信託財産

 

の純資産総額に対して年率0.1%（税込）を上限

 

として、信託財産より間接的にご負担いただく場

 

合があります。その他に、有価証券の売買委託

 

手数料、信託事務の諸費用等を信託財産より

 

間接的にご負担いただきますが、これらの費用

 

は信託財産の規模、取引量等により変動します

 

ので、事前に金額および計算方法を表示するこ

 

とができません。

お客様に直接および間接的にご負担いただく費用の合計額は保有期間等に応じて異なりますので、表示することができませ

 

ん。詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

販売会社

買付価額 お買付申込受付日の翌営業日の基準価額

買付単位 1円または1口単位を最低単位として、販売会社

 

が独自に定める単位とします。

換金価額 ご換金申込受付日の翌営業日の基準価額から

 

信託財産留保額を差し引いた額

換金単位 1円または1口単位を最低単位として、販売会社

 

が独自に定める単位とします。

換金代金の支払日 原則としてご換金申込受付日から起算して5営

 

業日目から販売会社においてお支払いします。

課税関係 収益分配時の普通分配金、換金時および償還

 

時の譲渡益に対して原則として課税されます。

 

なお、税法が改正された場合等には、変更にな

 

る場合があります。

受託会社 三菱UFJ信託銀行株式会社

 

（再信託受託会社：

 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社）

（当資料作成時点）

日本証券業協会
（社）日本証券

投資顧問業協会
（社）金融先物
取引業協会

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○

金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第44号

日興コーディアル証券株式会社 金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第2251号

八十二証券株式会社 金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第21号

楽天証券株式会社 金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第195号

株式会社SBI証券

加入協会

商号等

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 登録金融機関　関東財務局長（登金）第33号
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